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平成２５年度第３回鳥取県学力向上戦略本部会議の概要について

平成２５年度第３回鳥取県学力向上戦略本部会議を開催しましたので、その

概要について報告します。

平成２５年１０月２８日

鳥取県教育委員会教育長 横 濵 純 一
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平成２５年度第３回鳥取県学力向上戦略本部会議 概要
日時 平成２５年１０月１１日（金）

午後１時３０分から３時３０分
会場 鳥取県庁 議会棟 特別会議室

１ 教育長挨拶
○全国学力・学習状況調査結果に一喜一憂するのではなく、課題を見つけ、分析し、 サイクPDCA
ルを回すことが重要。内面的な気持ちを高め、学力向上へつなげたい。

○今回「指標」を決定し、次のステップとして、 月 ・ 日県内三地区で「学力向上に係る説10 24 25
明会」を開催し、指標についても御理解いただく。

２ 報 告
【小中学力部会】
○「全国学力・学習状況調査」について、全ての教科正答率が全国平均を上回り、正答率の分布
は上位層の児童生徒が全国に比べて多く下位層が少ない状況 「教科が好き 「夢や希望があ。 」
る」については全国平均を下回り、内発的意欲の喚起・取組が引き続き必要である。

○「少人数を活かす学びと指導の創造事業」では、アンケートが教員の意識改革につながり成果
あり。小中の接続を中高の接続につなげたい。

○今後の取組の方向性について、授業の在り方、連携の方法、図書館教育、キャリア教育、連携
のための人の配置など様々な視点で御意見をいただいた。

【中高学力部会】
○学力向上を目的とした取組として、スクラム教育で学ぶ意欲の向上などの成果が報告された。
○今後の取組の方向性について、中等教育としてのスクラム教育、広範囲での教科連携、小中で
育ててきた道徳教育の連携などの意見をいただいた。

３ 協議
（１）指標（修正案）について
○第２回本部会議後に提案した指標（案）について、
・発達段階を踏まえる・学校や教員、地域の取組の視点・取組指標と結果指標の整理
以上のポイントで修正し、４項目の追加、３項目の削除、３カ所の変更となった。

、 「 」 。○座長より質の評価のアドバイスがあり、質疑応答の後 修正案通りに 指標 が承認された

（２）来年度の学力向上策について
【学校】
○教員の質の向上に関する取組も必要だ。人材の増加や、使う道具の導入なども検討したい。
【地域】
○町に勤める教員は、子どもたちの住む町の一般的なことは分かるが一歩突っ込んだことは分から
ない状況。住民の「願い・地域を守る気概」を伝える取組で、観点①の指標に迫りたい。

【家庭】
○学力向上において保護者の研修は重要。子どもたちが頑張れるような環境をまず家庭でつくる。
○ＰＴＡ活動で家庭学習を啓発する場合難しさもあるが、何かを変えるためには啓発を続けること
が重要である。

【連携】
○持続する学習意欲を視点に、小中高連携の具体的な取組を考えたい。また、家庭・地域が学校教
育にどう関与して連携していくか、教科の系統性の連携なども必要である。

○相手の立場になって考えられる子どもたちを育てることが重要である。狭い意味での学力向上で
はなく、人間力をいかに育てていくか、それを小中高と大きな流れで捉えることが必要である。

【その他】
、 、○知性に基づく人間性の向上について 他者の立場で考える視点を教科や活動に取り入れた事業や

ふるさとを核とした教育の事業化を検討してはどうか。
○学力調査をＡＢＣＤ層に分けて分析する方法は興味深い。同じ児童生徒の変容をみることが教育
の本質であり、小学校６年生が３年後の中学校３年でどう変化したかを見るべき。また、その最
良の方法は悉皆調査ではない。適正なサンプリングや業務委託などの工夫が必要だ。

４ 第４回予定
１２月 来年度の学力向上事業とその運用について



鳥取県の子どもたちの未来のための教育に関する協約に係る取組の指標等

平成２５年１０月１１日

教 育 総 務 課

指標の観点

（ 、 、 ）①豊かに生きる 共に生きる力、 自立･貢献･自治 夢･憧れ ふるさと意識など

（意欲、授業に向かう姿勢、家庭学習）②学び方の質・学習状況

（基礎基本、思考力・判断力・表現力）③学力調査

【観点①：豊かに生きる、共に生きる力】

◆自分自身や他者、社会等との関わりに関する意識

○「ボランティア活動に参加している」児童生徒の増加（小中高）

「 」 （ ）○ 難しいことでも失敗を恐れないで挑戦している 児童生徒の増加 小中高

◆ 進路に向けた意識

○「将来の夢や目標を持っている」児童生徒の増加（小中高）

○「 あの人のようになりたい」と思う人がいる」児童生徒の増加（小中）「

○「自分の進路を実現するために、目標に向かって努力している」生徒の増加

（高）

◆ 地域社会への参画状況

○「地域の行事に参加している」児童生徒の増加（小中高）

「 （ ） 」○ 地域の大人 学校や塾・習い事の先生を除く から褒められたことがある

児童生徒の増加（小中）

【観点②：学び方の質・学習状況】

◆ 意欲､授業に向かう姿勢

○「身に付けた知識･技能や経験を生活の中で活用できないか考える」児童生

徒の増加（小中)

○「授業の中で『わかった 、学んだことについて『もっと知りたい』と感じ』

る」児童生徒の増加（小中）

○「学校の授業は、内容がわかりやすく、勉強することの充実感を感じる」生

徒の増加（高）

○「調査結果を授業改善に活用している」学校の増加（小中）

○「児童生徒の様々な考えを引き出したり、思考を深めたりする発問や指導を

する」学校の増加（小中 、教員の増加（高））



◆ 体験活動・読書活動の実施状況

○「授業で体験的な学習を取り入れている」学校の増加（小中）

○「全校一斉読書に取り組む」学校の増加（小中高）

○「読書が好きである」児童生徒の増加（小中高）

◆ 家庭における学習等の状況

○「家で、自分で計画を立てて勉強している」児童生徒の増加（小中高）

○「進んで取り組んでいることをほめている」保護者の増加（小中）

○「児童生徒に対する国語・算数（数学）の指導として、保護者に対して家庭

学習を促すような働きかけを行う」学校の増加（小中）

【観点③：学力調査】

◆上位層の増加、下位層の減少（小中）

◆過去の調査と同一問題の正答率の増加（小中）

◆無解答率の減少（特に「活用」に関する問題 （小中））

◆各校が設定した指標の達成（高）

（出典）

小学校・中学校：全国学力・学習状況調査等による

高等学校：高等学校教育改革に関するアンケート、各校実施調査等による







【観点①：豊かに生きる、共に生きる力】

　◆自分自身や他者、社会等との関わりに関する意識 対象 H21年度 H22年度 H24年度 H25年度 H25年
全国

小６ 44.5% 37.5%

中３ 52.8% 44.6%

高２ 年度末実施予定

小６ 73.1% 71.6% 76.3% 75.0%

中３ 57.7% 60.1% 65.9% 66.8%

高２ 実施なし 30.4% 40.4% 年度末実施予定

　◆ 進路に向けた意識

小６ 84.7% 85.9% 84.8% 85.3% 87.7%

中３ 69.1% 68.9% 71.7% 70.9% 73.5%

高２ 年度末実施予定

小６ 77.5% 75.6%

中３ 71.3% 69.0%

「自分の進路を実現するために、目標に向かって努力している」生徒の増加（高） 高２ 実施なし 46.8% 55.8% 年度末実施予定

　◆ 地域社会への参画状況

小６ 76.1% 76.1% 77.9% 79.1% 63.9%

中３ 43.7% 43.9% 44.6% 48.7% 41.6%

高２ 実施なし 23.7% 30.5% 年度末実施予定

小６ 64.8% 70.8%

中３ 52.7% 54.8%

【観点②：学び方の質・学習状況】

　◆ 意欲､授業に向かう姿勢

小６ 61.4% 63.9% 63.8% 65.1% 66.2%

中３ 29.4% 31.4% 33.8% 35.9% 37.7%

小 12月実施予定

中 12月実施予定

「学校の授業は、内容がわかりやすく、勉強することの充実感を感じる」生徒の増加（高） 高２ 実施なし 47.6% 50.2% 年度末実施予定

小学校 97.2% 96.6% 61.4% 96.1% 92.1%

中学校 90.8% 100.0% 42.9% 90.5% 88.7%

小学校 94.3% 92.0% 98.1% 95.3% 95.0%

中学校 92.3% 97.1% 92.0% 92.0% 91.8%

高校教員 実施なし 77.0% 80.5% 年度末実施予定

平成２５年１０月現在の暫定値をいれた指標等

「ボランティア活動に参加している」児童生徒の増加（小中高） H25年新規項目

「難しいことでも失敗を恐れないで挑戦している」児童生徒の増加（小中高）
項目なし

「将来の夢や目標を持っている」児童生徒の増加（小中高）

H25年新規項目

 「[あの人のようになりたい」と思う人がいる」児童生徒の増加（小中） H25年新規項目

「授業の中で『わかった』、学んだことについて『もっと知りたい』と感じる」
　児童生徒の増加（小中）

少人数学級を活かす学びと指導
の創造事業アンケート項目

「調査結果を授業改善に活用している」学校の増加（小中）

「児童生徒の様々な考えを引き出したり、思考を深めたりする発問や指導をする」
　学校の増加（小中）、教員の増加（高）

「地域の行事に参加している」児童生徒の増加（小中高）

「地域の大人（学校や塾・習い事の先生を除く）から褒められたことがある」
　児童生徒の増加（小中）

H25年新規項目

 「身に付けた知識・技能や経験を生活の中で活用できないか考える」
　児童生徒の増加（小中）　※算数・数学

１　データの出典
　　　　○小学校・中学校：全国学力・学習状況調査等による。
　　　　○高等学校：高等学校教育改革に関するアンケート、各校実施アンケート等による。
　　　　○H23年：全国学力・学習状況調査・高等学校教育改革に関するアンケートは実施されていない。

２　指標

平成２５年１０月１１日
教 　育 　総 　務 　課



　◆ 体験活動・読書活動の実施状況 対象 H21年度 H22年度 H24年度 H25年度 H25年
全国

小 12月実施予定

中 12月実施予定

小学校 100.0% 100.0% 98.1% 100.0% 98.2%

中学校 95.4% 97.1% 100.0% 95.3% 92.7%

高等学校 45.8% 87.5% 87.5% 91.6% 年度末
発表予定

小６ 74.9% 74.2% 75.1% 74.7% 72.1%

中３ 73.2% 73.5% 74.3% 73.0% 70.1%

高２ 年度末実施予定

　◆ 家庭における学習等の状況

小６ 55.1% 57.4% 57.2% 61.8% 58.9%

中３ 36.9% 41.3% 43.8% 46.2% 44.5%

高２ 実施なし 29.0% 36.0% 年度末実施予定

小 12月実施予定

中 12月実施予定

小学校 97.6% 92.1% 96.6% 98.5% 95.6%

中学校 63.1% 46.1% 62.5% 62.0% 72.4%

【観点③：学力調査】

小６

中３

小６

中３

小６

中３

　◆各校が設定した指標の達成（高） 高 年度末実施予定

　

　

H25年度

「家で、自分で計画を立てて勉強している」児童生徒の増加（小中高）

「進んで取り組んでいることを褒めている」保護者の増加（小中）
少人数学級を活かす学びと指導

の創造事業アンケート項目

「生徒に対する国語・算数（数学）の指導として、保護者に対して家庭学習を
 促すような働きかけを行う」学校の増加（小中）

「授業で体験的な学習を取り入れている」学校の増加（小中）
少人数学級を活かす学びと指導

の創造事業アンケート項目

「全校一斉読書に取り組む」学校の増加（小中高）

「読書が好きである」児童生徒の増加（小中高）

H25年新規項目

H25年新規実施

　◆上位層の増加、下位層の減少（小中）

　◆過去の調査と同一問題の正答率の増加（小中）

　◆無解答率の減少（特に「活用」に関する問題）（小中）

すべての教科のA層で全国平均を上回
り、D層で全国平均を下回った。

過去の問題と同一問題の約８割（18問中
14問）で、正答率が全国平均以上であっ
た。また、過去の県との比較では、8問中
５問で正答率が上昇した。

記述式の約8割（18問中14問）の問題
で、無回答率が全国平均以下であった。










